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１．はじめに

生産の品質管理やプロセス進捗の監視などに，

記録計が広く使われている。記録計の役割は，正

しく生産がおこなわれていることの確認や，異常

時に警報を発信することなど重要な役割を担って

いる。

ここでは記録計の歴史を簡単に振り返り，最新

の製品や事例などについて紹介を行う。

２．記録計の歴史

日本初の電子管式自動平衡記録計 ER が弊社よ

り登場したのが 1951 年である。この時の真空管

増幅器はミニチュア管であったが，その後トラン

ジスタ，IC とつぎつぎに新しい素子を採用し，同

時に多点入力の切り替えスイッチなどのメカ部品

も半導体化され，信頼性も向上していった。さら

にマイコンが搭載されるようになると，測定レン

ジを自由に変更できるなど，使い勝手も飛躍的に

向上した。

図１　横河電機のレコーダ・データロガーの歴史

横河電機の考える Data Acquisition & Control
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現在 CGL/CAL ラインなど連続炉などで使用さ

れているラジアントチューブは，形状の違いはあ

れ，鋳物製のラジアントチューブが主体となって

いる。欧州 ･ アメリカ市場においては，これまで

主体で使用されていた鋳物製から圧延金属製の

ラジアントチューブに置き換わるというトレンド

が 10 年以上前に発生し，現在は通常の圧延金属

製のチューブ形状から，チューブ表面に加工を行

ない，同時にラジアントチューブのサポートと炉

体のソケット部分の熱溶着を防止する技術との組

み合わせであるイタリア Bisson Impianti 社製の

Bubble/Diablo システム（いずれも国際特許取得

済み）に置き換わるという段階に移行している。

今回のプレゼンではこの Bubble/Diablo システ

ムによってもたらされる様々なメリットを説明す

ると同時に，連続炉の他，ラジアントチューブを

使用している多くの熱処理炉における生産効率の

向上と省エネ効果を『サーマルラジエーション技

術』と呼称して発表した。

１．ラジアントチューブの問題点と Diablo システ

ムについて

鋳物製の場合，最大の問題点は，チューブ自体

が変形すると供に突然クラックが発生するという

点にある。高温下での剛性を高めるため，鋳物製

チューブの場合，一定の肉厚を持つ必要があるが，

その肉厚によってチューブ自体の重量も大きくな

り，長期間の使用によるチューブの垂れも生じて

最終的には溶接部などチューブの中で一番ストレ

スに弱い部分で主にクラックが発生する事は周知

されている。

一方圧延金属製の場合は，チューブ自体にク
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